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研究成果の概要（和文）：本研究においては、五感をマーケティングに活用しようという感覚マーケティングに
注目し、議論を進めてきた。特に、既存研究で議論が不十分であったと考えられる①感覚刺激に対する多様な反
応、②複数の感覚刺激への消費者反応、③企業における感覚マーケティングに対する意識や取り組みの明確化を
図った。①に関しては、企業と連携しながら、実際の店舗における消費者反応を探求し、照明やクーポンに関す
る知見を獲得することができた。また、②に関しては視覚と触覚との結びつきを中心にいくつかの成果を既に発
表している。③に関しても、小売企業経営者が考える感覚マーケティングの役割などについて、一定の知見を得
ることができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have focused on sensory marketing, which seeks to utilize 
the five senses in marketing. In particular, we have explored (1) diverse responses to sensory 
stimuli, (2) consumer responses to cross-modal stimuli, and (3) corporate efforts toward sensory 
marketing. With regard to (1), we investigated several experiments in actual stores in cooperation 
with companies and gained knowledge about lighting and coupons. Regarding (2), we have already 
published some papers  focusing on the connection between the visual and tactile senses. Regarding 
(3), we have gained certain insights into the role of sensory marketing in retail companies.

研究分野： マーケティング

キーワード： センサリー・マーケティング　感覚マーケティング　五感　クロスモダル　身体化認知　処理流暢性　
企業の志向性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究においては、実務的にも学術的にも注目を集めている感覚マーケティングに関する知見を積み重ねてき
た。特に、先行研究においては、架空の購買環境を想定したうえでアンケート調査などを実施する形で議論が進
められてきていたが、本研究においては、実際の店舗を用いた実験や購買データの分析などを進めることによ
り、よりリアリティのある感覚マーケティングの知見を提供することができた。また、従来の議論では不十分で
あった複数の感覚に注目した議論も進展させることにより、消費者の反応を包括的に捉えるための基盤を提供し
た。さらに、企業側の意識や取り組みに注目したことで、実務への応用可能性を高めることができたと考えてい
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 2010 年頃より学術界からも実務界からも感覚マーケティングへの注目が高まっている。製品
の特徴を効果的に伝達したり、ブランドの世界観を演出したりするには、五感、すなわち、感覚
への訴求が極めて有効である。コモディティ化への対応を図る中で、多くの企業が消費者の五感
に訴求する感覚マーケティングに活路を見出そうとしたと考えられる。 
 その一方で、本研究の開始当初においては、いくつかの学術的課題が存在していた。第一の課
題は、感覚が消費者に影響を及ぼすメカニズムやその理論的背景に関する議論の欠如であった。
一部の先行研究においては、競合した結果が存在しており、実務における感覚マーケティングの
応用可能性を著しく損ねてしまう可能性があった。 
 第二の課題は、包括的な消費者反応プロセスに関する議論の不足であった。特に、近年の研究
においては、実験的な操作を施したうえで、感覚刺激に対する評価を質問紙への回答によって測
定する手法が数多く用いられてきたが、実際の購買環境においても再現できるのかという再現
性の問題が指摘されていた。多様な手法を用いて、リアリティのある研究知見を導出していくこ
とが当該分野の研究発展のために必要であった。 
 第三の課題は、研究対象領域の狭さであった。従来の感覚マーケティング研究では、感覚刺激 
に対する消費者反応が中心的に議論されており、感覚マーケティングに対する企業側の意識や
先行要因に注目した研究は進められていなかった。そのため、感覚マーケティングの巧拙に影響
を及ぼす先行要因や感覚マーケティングへの取り組みとマーケティング成果との関係は不明確
であった。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、「どのような要因が企業による感覚マーケティング施策に影響を与え、それ
らがどのように多様な消費者行動に結びつくのか」という問いに答えることにあった。特に、上
述した 3 つの課題に対応した以下の 3 つの研究上の狙いを掲げることにより、感覚マーケティ
ングに関する議論の深化を目指した。 
 
①感覚刺激が引き起こす多様な反応の解明 
既存研究で数多く用いられている質問紙調査を活用しつつも、直接的な消費者行動の測定を

重視することにより、感覚刺激と消費者行動との関連を明らかにし、これまで想定されていなか
った消費者行動を描き出すことを目指した。 
 
②複数の感覚刺激に対する消費者反応の検討 
様々な刺激に同時に接触する消費者像を前提とすると、感覚マーケティングの議論において

は、複数の感覚刺激を取り上げたクロスモダルの視点からの議論が不可欠である。それにもかか
わらず、研究開始当初にはそうした議論はまだまだ不十分であった。本研究においては、複数の
感覚を取り上げた議論を進めることで、独自性の高い示唆を導くことを狙いとした。 
 
③企業における感覚マーケティングに対する意識や取り組みの明確化 
従来の感覚マーケティングの議論は、特定の刺激に対する消費者反応の解明に重点が置かれ

ており、効果的な感覚マーケティング施策を立案する企業やマーケターの特徴についてはほと
んど議論が進められていなかった。その一方で、他のマーケティング研究においては、市場志向
や技術志向など、組織や個人の志向性がマーケティング成果に及ぼす影響が明らかにされてお
り、こうした組織や個人の志向性が感覚マーケティングに及ぼす影響を議論することで、包括的
な議論の展開を目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 
 まずは、これまでの感覚マーケティング研究の知見を統合的にまとめるため、Journal of 
Consumer Research、Journal of Marketing、Journal of Marketing Research などのトップジ
ャーナルを中心に、関連する先行研究のレビューを進めた。そのうえで、先行研究レビューから
得られた知見を研究会などで共有し、研究メンバーそれぞれが仮説の検討を進めた。こうしたプ
ロセスから導出された仮説についての議論を研究会で行うことより、仮説の精緻化を行った。 
 導出された仮説を検証するため、インターネット調査などを用いた実験を複数回行った。また、
企業の協力を得ながら、過去の売上データの分析、小売店店頭における AI カメラを用いた消費
者行動の捕捉、小売店店頭を用いた店舗実験などを行うことにより、消費者行動を多面的に捉え



られるよう研究を進めた。 
 企業における感覚マーケティングに対する意識や取り組みについては、新型コロナウイルス
感染症の影響などを踏まえ、過去に行ったインタビュー記録の再分析に取り組むこととした。ま
た、いくつかの組織へのインタビュー調査を実施することにより、企業における感覚マーケティ
ングに対する意識や取り組みの応用可能性等について検討することとした。 
 
 
４．研究成果 
 
 主な研究成果として以下のものが挙げられる。 
 
（１）照明が店舗内購買行動に及ぼす影響 
 先行研究のレビューを行った結果、消費者の意識面においては、店舗内の照明が購買行動に大
きな影響を及ぼすと考えられているにもかかわらず、十分な検討が行われいない可能性が明ら
かにされた。そこで、本研究プロジェクトにおいては、小売店舗の店頭実験とインターネット調
査を組み合わせることにより、これまでに明らかにされていなかった照明と購買行動の影響の
明確化を図った。 
 具体的には、青白い冷たさを感じる照明下においては、オレンジがかった温かさを感じる照明
下に比べ、他者に対する距離感を遠く感じるため、レジ前の列の長さが短くなる可能性を指摘し
た。本研究の知見は、第 63 回消費者行動研究コンファレンスにおいて報告している（石井、石
田、野城、大塚、本所、川端、恩藏 2021）。また、画像における色温度を操作して行った実験に
おいては、促進焦点の消費者において青白い冷たさを感じる画像からネガティブ感情が生じ、そ
の結果衝動購買が引き起こされる可能性も明らかになった（石井 2022）。 
 これらの議論では、店舗内での購買行動を直接的に測定することで従来の研究とは異なる知
見が得られたことに加え、照明から感じられる温度に注目している点において複数の感覚刺激
を扱っており、上述した研究の狙い①と②に対応している。 
 
（２）温度が購買行動に及ぼす影響 
 温度に関する先行研究の知見を整理すると、実証的検討が数多く進めれている一方、一部で競
合する結果が生じていることが明らかになった。なお、先行研究における潮流や取り組みについ
ては、石井（2022）にレビュー論文としてまとめている。 
 本研究においては、企業から提供を受けたデータを用いて、気温の変化が購買行動に及ぼす影
響を検討することにより、競合する結果のいずれと一致した結果が得られるのかを検討した。そ
の結果、気温の低い時期には、心理的な温かさと概念的に結びついていると考えられるロマンス
をテーマとしたコンテンツが多く購入されている傾向が明らかとなった。これらの知見は、第 62
回消費者行動研究コンファレンスにおいて報告した（石井、山岡、外川 2021）。また、石井（2022）
においては、二次データを用いた分析により、寒い時期には価格や品質の重視傾向が下がること
から、快楽的な購買行動が生起しやすい可能性を指摘している。 
 温度に関連した議論は、Park and Hadi（2020）や Togawa, Ishii, Park, and Roy（2023）な
どにおいて視覚的な温度による消費者反応の影響も明らかにしており、研究プロジェクト全体
として、多様な知見を導出することができたと考えられる。 
 これらの研究成果は、実際の購買行動を反映したデータや二次データの分析を通じて知見を
導出したことに加え、上述した照明に関する影響同様、触覚と視覚との関係に注目している点に
おいて、上述した研究の狙い①と②に対応している。 
 
（３）企業における感覚マーケティングへの意識や取り組み 
 本研究においては、研究期間が新型コロナウイルス感染症の影響を色濃く受ける時期と重複
してしまったため、以前に実施していたインタビュー調査の内容を再分析することにより、包括
的なモデルの構築を目指した。その結果、店舗における感覚マーケティングの展開によって、購
買行動促進やリレーションシップ構築といった消費者における効果に加えて、作業効率向上や
ブランドの体現といったスタッフにおける効果も期待されており、両者を通じて売上や利益と
いったビジネス成果がもたらされると考えられていることが明らかになった。また、感覚マーケ
ティングの活用方針としては、ニーズ喚起、快楽性創出、利便性向上、世界観構築という 4つの
方向性があるほか、実際の展開においては、現場主義などの経営者の意識や情報共有などの組織
内の仕組みづくりなどによってその水準が左右されることも示された。こうした知見は、日本マ
ーケティング学会カンファレンス 2020 において報告しており（石井、平木、外川、恩藏 2020）、
現在、論文としての投稿準備を進めている。 
 なお、得られた知見の一般化可能性を高めるため、地方自治体やその関連施設、あるいは DMO
などにおいてリーダーを務める実務家へのインタビュー調査も継続的に進めている。 
 これらの研究成果は、企業における感覚マーケティングに対する意識や取り組みの明確化を
図るものであり、上述した研究の狙い③に対応している。 
 
 



（４）ブランドネームの響きと消費者反応 
 ブランドネームの響きに注目した議論も進めた。先行研究においては、a、u、oといった後舌
母音が重さ、i、e といった前舌母音が軽さの概念に結び付くことが示されていたが、本研究に
おいては、こうした重さの概念との結びつきが視覚的な重さにおいても得られるのかについて
検討しており、後舌母音のブランドネームは視覚的重さを感じさせるパッケージの下部に、前舌
母音のブランドネームは視覚的軽さを感じさせるパッケージの上部に配置することで対象の評
価が高まることを確認している。これらの知見の一部は、2023 SCP Annual Conference におい
て報告した（Ishii, Togawa, and Park 2023）。 
 本成果は、複数の感覚刺激を取り上げている点において、上述した研究の狙い②に対応するも
のである。なお、ブランドネームの響きに関連した議論は、Ishii, Terasaki, and Inoue（2023）、
外川、磯田、鈴木、恩藏（2023）、Park, Motoki, Pahtak, and Spence（2021）などにおいても
進めており、研究プロジェクト全体として多様な知見を導出することができている。 
 
（５）重さと視覚的刺激に関する検討 
 重さに関わる先行研究を確認してみると、重い対象に対して価値を高く知覚することや、重い
クーポンにおいて償還率が高まることが指摘されている。その一方で、重さの知覚は客観的な重
さのみならず、事前に視覚から得られていたいた情報によっても大きく左右されることが指摘
されている。 
 本研究においては、色の明度の影響に注目し、実際のクーポンに接触できないオンラインクー
ポンを想定した状況においては、明度の低い色のクーポンにおける利用意図が高まる一方で、実
際のクーポンに接触できる状況においては、事前に軽さを連想させ、知覚的な重さを強調する明
度の高いクーポンにおいて償還率が高まる可能性を指摘した。こうした知見は、2023 AMA Winter 
Academic Conference において報告した（Ishii, Ishida, Ohtsuka, Honjo, and Onzo 2023）。 
 本成果は、実際の店頭におけるクーポンの償還率にも注目していることに加えて、複数の感覚
への刺激を取り上げていることから、上述した研究の狙い①および研究の狙い②に対応してい
る。 
 
（６）デバイスの違いに注目した検討 
 近年のインターネット商取引の増加を踏まえて、本研究においては、デバイスの違いによる消
費者反応の違いに注目した議論も進めた。消費者行動研究において多くの研究蓄積がある解釈
レベル理論を援用することにより、スマートフォンで見た対象は、PC で見た対象よりも心理的
距離を近く感じるため、低次の解釈レベルに対応した画像や刺激を提示することで評価が高ま
ることを指摘した。また、実験 4では購買データを用いた分析を行うことにより、実際の購買行
動を反映した議論を展開した。本研究は、マーケティングジャーナル、41 巻、2号に掲載されて
いる（須田、石井、外川、山岡 2021）。また、本研究は日本マーケティング学会のベストペーパ
ー賞に選出された。 
 本成果においては、触覚情報の違いとして操作デバイスの違いに注目し、実験においては視覚
的刺激との結びつきを検討している。また、実験４においては、購買データを用いた分析を行っ
ており、上述した研究の狙い①および研究の狙い②に対応している。なお、デバイスの違いに関
連した議論として、紙の DM と E メールによってクーポンを送付した際に紙の DM の償還率が高
まるメカニズムに関する研究も進めている。同成果は、ACR 2023 Conference において報告して
いる（Ishii, Togawa, Hiraki, Kwon, and Onzo 2023）。 
 
（７）その他 
 香りや音楽が消費者行動に及ぼす影響についての検討も進めており、その知見の一部は第 67
回日本消費者行動研究カンファレンスなどで報告済みである（阿部周造, 河股久司, 守口剛, 
竹村和久 2023）。 
 
本研究課題においては、以上のような研究成果を導出してきた。これらに加えて、2024 年 1 月
27 日には「センサリー・マーケティングの現在と未来」と題したシンポジウムを開催し、研究
プロジェクトで得られた知見を広く社会へと発信した。また、研究プロジェクト全体として、研
究者以外の参加者が多く参加する講演会等においても研究知見に関する紹介を行うことで、研
究成果の社会への還元を図ってきた（e.g. 一般社団法人マーケティング共創協会、MCEI 東京支
部「感覚マーケティング実践研究会」）。現在、投稿準備中の複数の論文を含め、今後も本研究プ
ロジェクトによる研究成果の発信を進めていきたい。 
 
 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計30件（うち査読付論文　25件／うち国際共著　16件／うちオープンアクセス　11件）

2023年

2023年

2022年

2022年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.34321/22591
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Park Jaewoo、Motoki Kosuke、Velasco Carlos、Spence Charles 97

 １．著者名

10.7222/marketing.2023.004
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顧客の名字がブランド選択に及ぼす影響 ― 視覚情報としての文字に注目して ―

マーケティングジャーナル 27～38
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ４．巻
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著
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青山経営論集 209～224
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著
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2022年
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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Cross modal effects of vision and touch on coupon usage

Promoting ecofriendly behavior through horizontal placement of objects in advertisements



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

American Marketing Association, AMA 2022 Summer Academic Conference（国際学会）

日本商業学会関西部会 7月例会（招待講演）

日本マーケティング・サイエンス学会第111回研究大会

10th European Conference on Sensory and Consumer Research（国際学会）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

石井裕明

河股久司、守口剛

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Jaewoo Park

Taku Togawa, Naoto Onzo

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Exploring the influence of robot voice pitch on consumer responses to robotic service in restaurants

The three-dimensional effect in logo design: Using depth to influence consumers’ perceptions and evaluations of the brand

消費者へのアプローチを考える ～センサリー・マーケティング研究を題材とした検討～

彩度の変化が新しさの知覚に与える影響

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Association for Consumer Research Conference（国際学会）

日本マーケティング学会

日本マーケティング学会　マーケティングサロン（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名
日本認知心理学会消費者行動研究部会（招待講演）

Hiroaki Ishii, Jaewoo, Park, Taku Togawa

石井裕明・平木いくみ・外川拓・恩藏直人

石井裕明

石井裕明

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Semantic Congruity of Price and Name: The Effect of Precise or Round Numbers and Sound Symbolism

小売企業における感覚マーケティング ― 経営者に対するインタビュー調査による検討 ―

「何となく」の解明を目指して

センサリー・マーケティングから捉える消費者～マーケティング研究らしさを考える～



2021年

2021年

2020年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本消費者行動研究学会 第62回消費者行動研究コンファレンス

日本消費者行動研究学会 第63回消費者行動研究コンファレンス

日本消費者行動研究学会 第61回消費者行動研究コンファレンス

阿部周造、玉利祐樹、井出野尚、奥瀬喜之

朴 宰佑, 元木 康介, Carlos Velasco, Charles Spence

日本消費者行動研究学会 第63回消費者行動研究コンファレンス

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

顧客満足度情報の提供が上位3社の評価に与える影響の分析

Celebrity insects: Exploring the effect of celebrity endorsement on people’s willingness to eat insect-based foods

広告表現と季節要因：センサリー・マーケティング に基づく検討

温かい照明は行列を長くする？色温度が他者との物理的距離に及ぼす影響

 １．発表者名

 １．発表者名

石井 裕明, 山岡 隆志, 外川 拓

石井 裕明, 石田 大典, 野城 慎二, 大塚 忠彦, 本所 翔平, 川端 雪白, 恩藏 直人



2020年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本消費者行動研究学会 第62回消費者行動研究コンファレンス

日本消費者行動研究学会 第63回消費者行動研究コンファレンス（招待講演）
 ３．学会等名

Ikumi Hiraki,  Hiroaki Ishii,  Taku Togawa,  Naoto Onzo

Ikumi Hiraki, Kwon SoonHo, and Naoto Onzo

外川 拓, 石井 裕明, 朴 宰佑

外川 拓

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

How Shopping Basket Color Affects Perceived Price of Product: A Field Study in Supermarkets

The effect of music on vertical interpersonal communication: A sensory marketing perspective

冷たいほど新しい？広告画像の視覚的温度が製品の 新しさ知覚に及ぼす影響

認知心理学を応用した消費者行動研究

 １．発表者名

 １．発表者名

2020 AMA Summer Virtual Conference（国際学会）

2022 AMA Winter Virtual Conference（国際学会）



2021年

2020年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本マーケティング学会  カンファレンス2021 リサーチプロジェクト・セッション

日本消費者行動研究学会 第61回消費者行動研究コンファレンス

Association for Consumer Research（国際学会）

日本マーケティング・サイエンス学会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

外川 拓

金子充

Mitsuru Kaneko

金子充

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

「新しさ」をどのように伝えるか：感覚マーケティングからのアプローチ

パッケージデザインと知覚便益：制御焦点の観点から

Location of Color on Package and Benefits Perception: A Regulatory Focus Perspective

消費者の情報処理スタイルと広告の反復接触の効果



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Association for Consumer Research, 2019 ACR Conference（国際学会）

第 34 回日本観光研究学会全国大会

American Marketing Association, 2019 AMA Summer Academic Conference（国際学会）

 ３．学会等名

 ２．発表標題

石井裕明・外川拓・朴宰佑・松本大吾

Taku Togawa, Yuriko Isoda, Hiroaki Ishii, Ikumi Hiraki, Naoto Onzo

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Hiroaki Ishii, Taku Togawa, Jaewoo Park, Daigo Matsumoto

Hiroaki Ishii, Taku Togawa, Jaewoo Park

ICORIA 2019: The 18th International Conference on Research in Advertising（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

観光地や宿泊施設の広告レイアウトと消費者の心理的距離

Does the Experience of Softness Make Customers Indecisive? A Field Study of In-Store Decision Making

Conceptual Association of Vertical Layout in Advertisements and Psychological Distance

"Who Does Evaluate Semantic Incongruent Cues Positively?  Examining the Moderating Effect of Autotelic Need for Touch"

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

13th Pangborn Sensory Science Symposium（国際学会）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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